
地域公共交通再編（案）に係る

福祉移動サービス全体について
１．予約型乗合ワゴン（試⾏運⾏）の分析 ➡ 再編案での検討
２．福祉センター利⽤者の分析 ➡ 再編案での検討
３．乗合ワゴン利⽤者への個別説明
４．福祉移動サービスの構築（案）

① 生活支援・移動支援相談窓口
② 地域支え合い型移動サービス
③ サロン送迎
④ 介護・福祉タクシー助成

５．再編（案）による高齢者の外出
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１．予約型乗合ワゴン（試⾏運⾏）の分析 ➡ 再編案での検討 1/3

◆利⽤者数（Ｈ30年度） ※2019年3月末人口より
○ 人口（参考） １３,３９０人
○ 高齢者人口（参考）３,７８４人 ➡ 高齢化率 ２８.３％
○ 年間実利⽤者実⼈数 １７３⼈ ➡ 高齢者の4.6％、⼈口の1.3％
○ 年間総利⽤回数 ８，０８１回

◆コストパフォーマンス（費⽤対効果）
○ 年間必要経費

○ １回あたりの運⾏経費
約1千円／回 ＝ 約7,680千円 ÷ 8,081人（H30乗⾞総数）

支 出 内 容 事業費 1年間あたり
必要経費

ランニングコスト
オペレーター費⽤
運⾏業務委託費
燃料費 など

約7,100千円
（Ｈ30年度） 約7,100千円

イニシャルコスト
（減価償却費） ⾞両購入費⽤ など 約5,800千円

（Ｈ27年度）
約580千円

(対応年数10年)

計 約7,680千円

【参考】
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○ 主な目的地
・ 福祉センター ３３⼈
・ 役場付近 ４１⼈
・ 医療機関 ３３⼈
・ 買い物 １９⼈
・ 多目的交流広 ６⼈
・ その他 １０⼈

１．予約型乗合ワゴン（試⾏運⾏）の分析 ➡ 再編案での検討 2/3

◆利⽤者実人数（2019年上半期）
○ 半年間の利⽤者実⼈数 １42⼈

○ 利⽤者の住所
・ 春日地区 ６７⼈
・ 聖和台地区 ２９⼈
・ 山田地区 ２１人
・ 太子地区 １４人
・ 畑地区 ７人
・ 葉室地区 ４人

○ 主な目的地の内訳

福祉センター

中辻整形外科

きたかぶ医院

天城医院

多目的交流広場

セブンイレブン

役場

つついクリニック

予約型乗合ワゴン利⽤者分布図（主な目的別）

既存⾦剛バス

予約型乗合ワゴン利⽤者

＝ 非表示

サンプラザ
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予約型乗合ワゴン利⽤者分布図（主な目的別）

⾦剛バス(基)

⾦剛バス(既)

⾦剛バス(支)

町バス(支)総合福祉センター利用者

公共交通
利用可能者
40人

（延べ456人）

公共交通
利用可能者

9人
（延べ79人）

公共交通
利用困難者
10人

（延べ179人）

公共交通
利用可能者
64人

（延べ354人）

公共交通
利用困難者

6人
（延べ35人）

予約型乗合ワゴン利用者
89人

（延べ647人）

総合福祉センターバス利用者
67人

（延べ764人）

公共交通
利用困難者
27人

（延べ308人）

６人
（延べ35人）

地域支え合い型
の移動サービス

37人
（延べ487人）

福祉センター等への送迎
（サロン送迎）

113人
（延べ889人）

基幹交通・支線交通

※月あたりの利用者数（実人数と延べ人数）
※割振りの基準：利用者へのヒアリングや各バスの運転手の判断による割振り

[ 参考数値︓Ｈ31年3月分（１か月）]

◆再編に向けてのフォロー検証

１．予約型乗合ワゴン（試⾏運⾏）の分析 ➡ 再編案での検討 3/3

中辻整形外科

きたかぶ医院

天城医院

多目的交流広場

セブンイレブン

つついクリニック

福祉センター

役場

サンプラザ

予約型乗合ワゴン利⽤者

＝ 非表示
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２．福祉センター利⽤者の分析 ➡ 再編案での検討 1/2

◆福祉センターバス利⽤者数
○ 2か⽉間の利⽤者実⼈数 ６１⼈（２ケ⽉︓Ｒ1年10⽉11⽉）
○ 年間総利⽤回数 ８，７７０回
○ 利⽤者の住所

・ 春日地区 ２２⼈
・ 聖和台地区 ５人
・ 山田地区 ２０⼈
・ 太子地区 １２人
・ 畑地区 １人
・ 葉室地区 １人

福祉センター

◆福祉センター利⽤者数（Ｈ30年度）
○ 年間総利⽤人数 １６，４３９人

※お買物バスツアー利⽤者数（Ｈ30年度）
○ 利⽤人数 ２７９人（12回実施）

福祉センターバス

◆予約型乗合ワゴン利⽤者数（Ｈ30年度）
○ 利⽤者実⼈数 ３３⼈

福祉センター（送迎バス・乗合ワゴン）利⽤者分布図

凡例

：福祉センターバス

：予約型乗合ワゴン

福祉センター利⽤者
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福祉センター（送迎バス・乗合ワゴン）利⽤者分布図

凡例

：福祉センターバス

：予約型乗合ワゴン

福祉センター利⽤者

総合福祉センター利用者

公共交通
利用可能者
40人

（延べ456人）

公共交通
利用可能者

9人
（延べ79人）

公共交通
利用困難者
10人

（延べ179人）

公共交通
利用可能者
64人

（延べ354人）

公共交通
利用困難者

6人
（延べ35人）

予約型乗合ワゴン利用者
89人

（延べ647人）

総合福祉センターバス利用者
67人

（延べ764人）

公共交通
利用困難者
27人

（延べ308人）

６人
（延べ35人）

地域支え合い型
の移動サービス

37人
（延べ487人）

福祉センター等への送迎
（サロン送迎）

113人
（延べ889人）

基幹交通・支線交通

※月あたりの利用者数（実人数と延べ人数）
※割振りの基準：利用者へのヒアリングや各バスの運転手の判断による割振り

[ 数値︓Ｈ31年3月分（１か月）]

◆再編に向けてのフォロー検証

福祉センター

福祉センターへの移動困難者
は、「サロン送迎」にてフォロー︕

２．福祉センター利⽤者の分析 ➡ 再編案での検討 2/2

支線交通への
乗り換えが必要

⾦剛バス(基)

⾦剛バス(既)

⾦剛バス(支)

町バス(支)
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３．乗合ワゴン利⽤者への個別説明
対 象 者 ︓ 乗合ワゴン利⽤者（2019年4月〜）
実施期間︓ 令和元年12月〜
実施⽅法︓ 右の個別資料により、再編案へ移⾏

した際の個々の移動手段についての
説明や相談（目的・体⼒）を個別
訪問などにより⾏う。

説明資料︓ ○利⽤者⽒名
○新しい移動手段のイメージ
○これまでとこれからの
・バス停等
・外出目的
・移動手段
・歩⾏距離

○新しい移動手段関係
・バス運賃
・乗り換え
・待ち時間
・その他

○位置図（移動ルート確認⽤）
・⾦剛バス・町バスの運⾏路線
・⾃宅マーク（⻘○印）
・バス停（赤○印）
・目的地（⻘○印）
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①

サロン送迎③

連携

公共交通部局
・お出かけ支援制度
・福祉センター利⽤者支援制度

連携

福 祉 部 局

地域包括支援
センター

（総合相談）

生活支援・移動
支援相談窓口

プラスワンサービス
寿喜菜の会

桜草クラブ
新規グループ

生活・移動支援

相談

社会福祉協議
会へ委託予定

② 地域支え合い型
移動サービス

福祉・介護タクシー助成

実証運⾏結果を
踏まえ検討

④

４．福祉移動サービスの構築（案）
全体イメージ図

公共交通の利用が困難なひと

① 生活支援・移動支援相談窓口
② 地域支え合い型移動サービス
③ サロン送迎
④ 介護・福祉タクシー助成

福祉センター

交流サロン

その他

通いの場

高齢交流サロン
事業補助⾦

高齢者
生きがい活動
促進事業
補助⾦

訪問型サービスＤ
事業補助⾦

（介護保険制度）

連
携

移動・送迎サービス
運転協⼒者講習会

の開催
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相
談

公共交通部局
・お出かけ支援制度
・福祉Ｃ利⽤者支援制度

相談

① 生活支援・移動支援相談窓口

高齢者等相談窓口

連携
窓口 電話

福 祉 部 局

福祉有償運送
例︓500円
（15分〉

福祉・介護タクシー
例︓680円

（2ｋｍまで）

バ ス
例︓180円

（六枚橋〜上ノ太⼦）

連
携

タクシー
例︓680円

（2ｋｍまで）

公共交通を利⽤できる⼈ 公共交通の利⽤が困難な⼈

100割引
チケット

（70歳以上）

地域包括支援
センター

（総合相談）

生活支援
（プラスワン、寿喜菜など）

介護予防
（サロン、ぐんぐんトレなど）

つなぐ つなぐ

福祉・介護
タクシー
助成

地域支え合い型移動サービス
例︓300円
（20分）

移動支援
（プラスワン、寿喜菜など）

公共交通の利用が困難なひと

つなぐ
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② 地域支え合い型移動サービス 公共交通の利用が困難なひと ③ サロン送迎

○ 対象者︓移動に支援が必要な⽅
○ 目的地︓医療機関、スーパーなど
○ 内 容︓介護家事⾝辺援助等

のサービスと一体型
ドアツードア

○ 料 ⾦︓例 300円（20分）
○ その他︓例 11キロまで

○ 対象者︓サロン利⽤者
○ 目的地︓福祉センター、交流サロン
○ 内 容︓町内59＋7か所停⾞場利⽤
○ 料 ⾦︓無料

福祉センター 交流サロン

全ての方に
移動サービスを︕

④ 介護・福祉タクシー助成

例えば、山田の方が
「きたじりさんち」に参

加可能に︕

新たに
公⽤⾞貸出制度
の側面支援策を

検討中︕

介護タクシー二上
介護タクシークローバー

ケアタクシーであい

ニコニコ介護タクシー太⼦

買い物ツアーも
拡⼤︕

プラスワンサービス
寿喜菜の会
桜草クラブ
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150⼈

50⼈

路線バス（お出かけ支援制度）

地域支え合い型移動サービス

介護タクシー助成

公共交通の利用が困難なひと

公共交通を利用できるひと

プラス

◆これまでは、約200⼈が利⽤
（高齢者の5％）

◆これからは、より多くの⼈が利⽤

（5）再編（案）による高齢者の外出

◆太⼦町の高齢者数 3,780⼈
（65歳以上⼈口︓Ｈ31.3）

予約型乗合ワゴン（試⾏運⾏）

福祉センターバス

サロン送迎支線交通

通いの場
の拡⼤

高齢者
生きがい活動

の促進

福祉センター
利⽤者

高齢者が気軽
に出歩くまち
〜たいし〜

高齢になっても住み続けられるまちづくり

相談窓口
の新設

１．生活支援・移動支援相談窓口を新規設置
２．町全域をカバーした路線バスで外出支援

（お出かけ支援制度）

３．地域支え合い型移動サービスで外出支援
（高齢者生きがい活動促進事業、公⽤⾞貸出事業）

４．路線バス・サロン送迎で通いの場へ参加
（総合福祉センター利⽤者支援制度、通い場の拡⼤、

お買物バスツアーの拡⼤）
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